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後期第 4 講 復習テスト 解答 
【1】1.    1) ②   2) ②   3) ②   4) ②   5) ③   6) ②   7) ③   8) ④   9) ③  10) ③  11) ②  

12) ①  13) ④  14) ④  15) ①  16) ①  17) ③  18) ④  19) ③  20) ④  21) ①  22) ①  23) ①  

24) ②  25) ③  

【2】(1) イ  (2) ウ  (3) ウ  (4) broken  (5) cut  (6) is spoken  (7) was given to  (8) was built  (9) I was 

laughed at by Bob when I played the piano.  (10) be taught to 

 

【1】選択問題 

(1) 正解：イ invited Those boys were invited to the 

party by Mary. 訳：その少年たちはメアリーによってパーティーに

招待されました。 ［解説］受動態の基本形は be 動詞＋過去分詞。

主語 Those boys は「招待される側」なので invited を用いま

す。be invited to ～ は「～に招待される」。 

(2) 正解：ウ was taken The picture was taken by my 

father last year. 訳：その写真は去年、私の父によって撮られま

した。 ［解説］last year があるため、過去の受動態 was［were］

＋過去分詞 を用います。主語 The picture は単数なので was、

take の過去分詞は taken です。 

(3) 正解：ウ be returned The book must be returned by 

tomorrow. 訳：その本は明日までに返却されなければなりません。 

［解説］助動詞を含む受動態は 助動詞＋be＋過去分詞。must be 

returned が正解です。by tomorrow は「明日までに」という期

限を表します。 

【2】空所補充 

(4) 正解：broken The cup was broken by my sister 

yesterday. 訳：そのカップは昨日、私の姉（妹）によって割られまし

た。 ［解説］The cup は「割られる側」なので受動態を用います。

break の変化は break－broke－broken。過去形 broke と

過去分詞 broken の区別が重要です。 

(5) 正解：cut The large tree in the park will be cut 

next month. 訳：公園にあるその大きな木は来月切られるでしょ

う。 ［解説］未来の受動態は will＋be＋過去分詞。cut は cut－

cut－cut と変化し、原形・過去形・過去分詞が同じ形になります。 

【3】書きかえ問題 

(6) 正解：is spoken English is spoken in Australia. 訳：

オーストラリアでは英語が話されています。 ［解説］目的語 

English を主語にし、現在の受動態 is＋過去分詞 にします。

speak の過去分詞は spoken。一般の人々を表す by them は

通常省略します。 

(7) 正解：was given to An interesting book was given 

to me by my uncle. 訳：おもしろい本が叔父によって私に与えら

れました。 ［解説］第 4 文型 SVOO（give＋人＋物） の「物」を主

語にした受動態です。give＋物＋to＋人 の語順になるため、was 

given to me とします。 

(8) 正解：was built Our school building was built thirty 

years ago. 訳：私たちの校舎は 30 年前に建てられました。 ［解

説］is thirty years old「築 30 年である」を「30 年前に建てられ

た」と書きかえます。過去の受動態 was built を用い、build の変

化は build－built－built です。 

【4】発展問題 

(9) 正解：I was laughed at by Bob when I played the 

piano. 訳：私がピアノを弾いたとき、私はボブに笑われました。 ［解

説］laugh at ～「～を笑う」 の受動態です。前置詞 at の目的語 

me を主語 I にし、was laughed at とします。前置詞 at を省

略しないことが重要です。 

(10) 正解：be taught to English will be taught to them 

by Mr. Brown next Friday. 訳：英語は来週の金曜日にブラウ

ン先生によって彼らに教えられるでしょう。 ［解説］第 4 文型 teach

＋人＋物 の「物」を主語にした受動態です。未来の受動態 will be 

taught を用い、teach＋物＋to＋人 の語順にします。 

 


